
東日本大震災の復興に関する日本水産工学会会員の活動
山田湾における水中瓦礫の実態と簡易な調査方法

桑原久実 ・ 澤田浩一 ・ 高尾芳三 ( 水工研 )・ 鉛　進 ( 元 古野電気 )
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現地における水中瓦礫の実態

2011 年
5月 26 日～ 5月 29 日
のうち 3日間

・約３ｋｔで走行。
・水深 5～ 35m
・山立てにより走行。

調査機器類

調査範囲 スキャン画像例 水中瓦礫マップの作成

簡易 ROVを用いた漁業者による浅海部の災害状況調査 ( 法 ) の提案 
関根幹男 ( 日本技術士会 )・中田秀佳壽 (( 株 ) フィスコ )・関根寛 ( 全漁連研 )

ROV cybister-2 操作状況 ROV画像

※日本水産工学会緊急ワークショップ「東日本大震災による東北沿岸の漁場や漁港の被災と復旧」（2011 年 6月 17 日開催） ならびに 日本水産工学会特別賞受賞講演会（2013 年 11 月 1日開催）より抜粋

震災前 震災後 5月
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震災・津波による地形変化 ( 福島県松川浦 )
ＲＯＶ(cybister-2)

仕様
本体 50cm×27cm

×23cm
4.5kg

コード長 30ｍ
バッテリー 12Ｖ
コントラーラー 33cm×21cm

×11cm
CRT

付属品

水中カメラ 1/3inchCCD
40万画素

スラスター 水平2基
垂直2基

ライト 20Wハロゲン
ランプ

レコーダー

SDカード

ﾋﾞﾃﾞｵカメラ

潜水深度 20ｍまで（適正
深度は10ｍ）

↑底曳網の残骸

↓海底を覆っているクロマツ。
　松川浦の主な瓦礫となっている。

ガレキを利用した袋型根固工等 について 
保坂三美 (( 株 ) 不動テトラ )

日本水産工学会 特別賞受賞者の活動紹介 
日本水産工学会では東日本大震災に対しての復旧復興に，水産工学分野に関連して貢献された個人，団体に敬意を表して特別賞を授与いたしました。

東日本大震災で流失した松島湾のアマモ場再生

松島湾アマモ場再生会議（会長：桑原 茂 氏）

引き網調査 親子で学ぶ松島湾の海辺

気仙沼舞根湾における生物環境モニタリング
と地域復興への貢献

舞根・生物環境調査グループ（代表：田中 克 氏）

福島県における放射性物質調査
東京海洋大学練習船による震災復興支援プロジェクト

東京海洋大学練習船海鷹丸および福島県水産試験場

ベントス採集の様子採泥調査の様子モニタリング調査の様子
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海中の瓦礫撤去の方法について 
深田サルベージ建設 ( 株 )

瓦礫撤去の方法 ( 例 )  特殊な方法

↑大型機械式グラブ

↓網チェーン式回収装置

分別した瓦礫の利用と留意点 
青木あすなろ建設 ( 株 )

廃棄物の分類  雑石材への転用

バラ積み埠頭の埋立

神戸空港人工ラグーン

断面図

コンクリート殻の建材利用～フィルターユニットＳ型～
設置方法

一般型

Ｓ型

•袋材の中央に備えた

拘束ロープ

⇒ ①設置後の安定性向上

⇒ ②破網を防止

海藻類の着生、魚などの生息場の提供

6 ヶ月後

北海道椴法華村地先における

藻場造成試験において、

多数のマコンブの生育を確認。

リバースウッド
粉体化した廃木材と廃プラスチックを配合・成形した 100%再生建材

フィルターユニット
とリバースウッドによる
津波避難場所の造成

リバースウッドによる
津波避難路の整備


